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〔(社)日 本 家 政 学 会

－ 縫製時におヽけるこて及びl布 のま進一

o-t 井巾り　大坪臭友　 荒川昭子

i  的　 衣服 の縫 製 におい て仕上げ の 良否は ，^-i 。絃 主てぼ えに 大きく影 響i る も のと考

え られる。和 服 の縫製 通程 におけ る細郁 の仕上if  に は主としてこ てが用い られ,   その扱 い

が 縫 製技 術 の要 因<n 一 つ,7 な る ヒ,1- われる 。こてIt, 小型 ，軽ｔ のため'$■易 に1ik.わ れるこ

と もあ リ,  扱 い の未熟？ ヵヽ らお こ る仕±. ifのあまさ,   布地 の損 傷 辱μ 問題 とな る。 そこ で

こて の温 浚に関 する実熊 い

た。

うS瓜　 ユ ード 付Ｕ

ttf により ，こ て<n 温 皮,   布表 面・ 温度,  仕 上 げ の通程Is-     fi   itる温皮 の変化 峰 を測 定 しre.

試 料は 綿 ■ 絹 ■毛 を 殯い む。

銘 栗，複数 の差し こ み式 のこてIt. 差 しこむ位 置に より温 度 の;＼"ラ ツそ が`み られた。 こ

ては小型 ではあるヵ＼" , アイロン と同 じく最 高温｡度,μ30t 内 外に達 する こと もあI). その ま

ま の状 態 で布に当 てた場 合.  布 を･損 傷 するこ ともあ り得る。 こ てを別 和 り てた場 合 ，こ

て の温 度は晋 置5 秒 後 て"10･C内 外 のｲ氏下 がみ られ, 別 恥n  当て てむら の作 茉の有効 性 を知

り得 た 。また ，布 の重 ね枚数 による 布面・ 温 度 の低 下は.   ＼枚 呂t  2 校目 の温度差 川5 ～

Z5・C であり,   2 抜目 と3  枚目 の差 は5 ～I5・Cて"I), re 。

B 30　　 裁断時 の布地ず れについ て

相模女 大家政　 永井 房子　 ｏ田中百 子
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目 的　 縫製 作業を能率 よく正 確に行5  には種々 の要 素が考えら れ るが布 地の 裁断 も重要な

ポ イント の一つ であ る。特に 布地 の裁断 にあ た っては 単に一枚 の布 地を 裁断 する以 外に 何

枚 も布 地を 重ね て一 度に 裁断す る場合 があ る。その 際最上 層と最 下層 の布 地とでは 布地が

ず れて 裁断さ れ問 題 とな ることをしば し ば 経験す る。そこ で 前回我 々は裁 断時 の布 地とは

さ みの 関 係を裁 断 効果の面か ら 解析す るた めは さ み開き 角度、布 地 の刀先 のあた り 角度な

どを 再 現性 よく調整 出来 る よ5  には さ みを固定し た裁 断機を 試 作し 予備実 験を行 った。 今

回は 裁断 時 の布 地ず れと 物性と の関 係につい て 検討し た。

方 法　 試 料布は 組織、糸密 度、厚さ、 起毛な ど の異 る布地ｎ 種 類を 用い、布地 の方向、重

ね 枚数（ ２、 ３、 ４枚重 ね）な どの違い によ るず れ寸 法を測 定し た。物性 値とし てはせん

断抵 抗、 摩擦係数 を求め てず れ寸 法と の関 係を 調べた。はさ みは 一般 的に 用いら れてい る

m 断ばさ みを使用し た。

結果　 布地の 方向 とず れ寸法 の関係では た て、よこ 方向 に比し てバ イ ヤス方 向のずれ寸 法

が 大き く、 せ ん断抵抗が小さ くな るにつ れてず れ寸法は大き くな る傾 向であ った。 摩 擦係

数 とず れ寸法 の関 係では摩 擦係数 の小さい ものほ どずれ寸 法 が大き く、 両者には相 関関 係

が 認めら れた。布 地の 重ね枚数 とず れ寸 法 の関 係では 重ね枚数 が 増える にし たが ってず れ

寸 法は 大 きくな る傾向 であ った。また 中間層 の布地 のず れが 大きいこ とが 特徴的であ った。


